
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

1. 団体名 一般社団法人データクレイドル 2. 連携先
の団体

岡山県倉敷市、高知県立大学、一般社団法人EpiNurse、特定非営利活動法人岡山NPOセンター
一般社団法人中国経済連合会

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号:055

モデル性・波及性

• 平時から官民オープンデータを活用し、住
民自らが、個人や家族の状況に応じた避
難計画を作成し、家族や地域で共有する
事前防災を支援する取組のモデルです。

• 官民オープンデータを準備しておくことで、
非常時に住民やボランティア等が収集した
刻々と変化する現地の情報や支援情報
をスピーディに提供可能です。

3. 取組
目的 官民のオープンデータとパートナーシップで災害に強い「住み続けられるまちづくり」を目指す 4. 関連する

ゴール

取組開始
時期 2018年8月 取組の

カテゴリー 災害対策・防災・減災官民のオープンデータとパートナーシップで住民の事前防災を支援する「まちケア」

地方創生SDGsの視点

• 災害に強い「住み続けられるまちづくり」を
進めることが、持続可能な経済・社会・環
境を構築するベースとなります。

• 個人や家族の状況に応じた避難と避難
生活支援で、「すべての人に健康と福祉」
「ジェンダー平等」を目指します。

ステークホルダーとの連携

• 一般社団法人中国経済連合会と連携し
て、防災オープンデータセット作成、「中国
地域オープンデータ利活用ラウンドテーブ
ル」において議論、他地域への展開を進め
ています。

• 倉敷市においては、防災オープンデータを
地区防災計マップの作成支援に活用する
取組みを実施しています。

★平時の備え
防災オープンデータセット作成支援

★被災者の生活を支援する情報ポータル「まちケア」提供

倉敷市真備地区の浸水被害を事例として防災（水害）に役立
つオープンデータを調査・整理して必要なデータセットを定義し、様
式のそろった官民オープンデータの広域整備を支援しています。
様式を揃えた平時のデータの備えで、多様な避難も想定した防災
計画と非常時のスピーディーな情報提供を後押します。

★備える暮らし「まちケア・コモンズ」
アプリ開発とワークショップ

地名が読め、土地勘・生活実感がある
テレワーカーが生活の隙間時間を活用
してオープンデータを作成を担当。GIS
データやAI用学習データ作成にもチャ
レンジしています。

★データづくりを地域の仕事に

テレワークで
働き方改革

「まちケア」を普段から利用する身近なアプリに展
開し、地域の災害リスク、防災施設、公共施設
などのオープンデータに、健康と安心安全な暮ら
しに役立つ民間のサービス情報を組み合わせて
提供し、備える暮らしを応援しています。
民間企業とのパートナーシップで、様々な災害を
想定し多様な避難方法、必要な備えを考える
ワークショップも実施しています。

【今後の取り組み】 官と民のオープンデータとパートナーシップで、個人の備える暮らし（自助）を応援し、個人の
もしもの行動計画を地区防災計画（共助）、地域強靱化につなげる取り組みを継続、展開します。

平成30年7月豪雨被災地、倉敷市真備地区で立ち上げた被災者支援情報ポータル
サイト「まびケア」を、オープンデータを活用して全国どこでも利用できる「まちケア」としてリ
リースし、令和元年より台風被災地に提供しています。
（総務省ICT地域活性化大賞2020優秀賞受賞）



防災オープンデータ（倉敷市真備地区水害モデル）の活用事例 2019～2020
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